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研究成果の概要（和文）：本研究では、人を対象とした転倒実験を実施し転倒による外傷危険度や転倒時防御姿
勢の分類、防御姿勢保持による外傷予防効果についての検証を行った。その結果、転倒時における防御姿勢に
は、膝落ち、腕付き、尻もち、の３つに分類される転倒時防御姿勢がありそれぞれに特徴的な上体の動きがある
ことを明らかとした。又、転倒時における転倒認識が転倒から床面までの接地時間に影響を与えることが明らか
となった。転倒を認識することで接地時間が0.24sec短くなり防御姿勢も外傷リスクが低い姿勢保持になること
が明らかとなった。本研究を通じて、転倒時の転倒意識と防御姿勢が転倒外傷予防に大きく影響を与えることを
明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a fall test to target human beings, classified 
the trauma risk due to falls and the defensive posture when falling, and examined the trauma 
prevention effect by maintaining defensive postures. As a result, it was revealed that the defensive
 posture at the time of falling has a falling defense posture falling into three types of knee 
falling, arms, and hips, and each characteristic movement of the upper body exists. In addition, it 
became clear that overturn recognition during falling has an effect on ground contact time from 
falling to the floor surface. By recognizing the fall, it became clear that the contact time is 
reduced by 0.24 sec and the posture of the defense posture is also low in traumatic risk. Through 
this study, it was revealed that falling awareness and defensive posture at falling have a great 
influence on fall prevention injury prevention.

研究分野： 基礎看護

キーワード： 転倒外傷予防
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１．研究開始当初の背景 

 2025 年問題を直前に控える我が国におい

て、高齢者が健康に生活を過ごすことが求め

られている。高齢者の生活の質を落とす代表

的な要因の一つとして転倒外傷が挙げられ

ている。転倒外傷は、患者のみならずそれに

かかわる医療従事者においても大きな課題

となっている。本研究では、先行研究を通じ

て数値にて示した転倒外傷リスクが、転倒時

における予防動作によってどのような影響

を受けるかを明らかにすることを目的とし

て行った。転倒時における予防動作による外

傷リスクへの影響を明らかにすることは効

果的な予防行動の実践に繋がると考える。 

 

 

２．研究の目的 

 転倒時における予防動作を、高速度カメラ

を用いて撮影し、転倒時における姿勢変化の

解析を通じて転倒時防御姿勢の分類を行う。

次に、分類された防御姿勢毎の転倒外傷予防

効果を明らかにする。 

 

 

３．研究の方法 

 健常な成人を対象として、水面に向けて意

識的および無意識に転倒を起こした際の転

倒時における防御姿勢を、高速度カメラにて

撮影し解析を行う。この結果より、転倒時に

おける防御姿勢の分類と分類された防御姿

勢毎の転倒外傷予防効果についての検証を

行う。 

 

 

４．研究成果 

（1）転倒時における予防動作からみた転倒

防御姿勢分類：（山中真他、インターナショ

ナル Nursing Care Research、2017）にて投

稿された研究成果 

＜研究概要＞ 

この論文では、人を対象とした転倒実験を

実施し、その結果を通じて、前方・後方転倒

時における転倒時防御姿勢の分類を行った。

研究を通じて、前方転倒時においては、膝落

ち転倒防御姿勢、腕着き転倒防御姿勢の順に

転倒時防御姿勢を保持することが多く、前方

転倒時には視覚的に地面の位置確認が可能

であり、頭から落ちることを予防するために

膝や腕を地面につくことで転倒による外傷

を予防しようとする意識が働き、定型的な転

倒時防御姿勢を取ることが明らかとなった。

前方転倒時防御姿勢の代表的な 3分類と防御

姿勢保持の頻度については図 1に示す。 

次に、後方転倒時においては、尻もち防御

姿勢、腕着き防御姿勢の順に転倒時防御姿勢

を保持することが多くみられ、後方転倒時に

おいては尻もち転倒が特徴的に多く認めら

れることが明らかとなった。後方転倒時にお

ける特徴として、視覚的に地面の位置確認が

不可能であり、転倒し始めた際における上肢

の位置が肩より上にあるか下にあるかによ

って、転倒防御姿勢が大きく影響を受けるこ

とが明らかとなった。主に、肩よりも上に上

肢がある場合は、上肢によって防御しようと

するよりも早く地面に体が接触することで

尻もち防御姿勢になり、肩よりも下にある場

合は、腕を使って転倒を防御する意識が働く

ことから、腕着き転倒防御姿勢を保持するこ

とが明らかとなった。後方転倒時における代

表的な 3分類と防御姿勢保持の頻度について

は図２に示す。 

以上の結果より、転倒時には転倒状況に応

じて特徴的な転倒時防御姿勢が存在し、転倒

時における姿勢解析から転倒時防御姿勢の

分類が可能であることを示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）The Impact of the Awareness during 

a Fall Has on Maintaining a Protective 

Posture to Prevent a Fall：（Makoto Yamanaka 

et al、Japanese Journal of Occupational 

Medicine and Traumatology、2018）にて投

稿された研究成果 

 

＜研究概要＞ 

この論文では、先行研究と同様に人を対象

とした転倒実験を実施し、転倒時における転

倒意識が転倒防御姿勢に与える影響と転倒

時防御姿勢毎の転倒外傷リスクを転倒時に

おける各防御姿勢での接触部位における衝

突加速度と骨の降伏応力から明らかとした。 

転倒時における転倒認識が与える影響につ

いて、転倒時に転倒を意識することで転倒を

意識せず突発的に転倒する状況よりも床面

への接地時間が短くなることが明らかとな

った。転倒を意識することによる床面への接

地時間の短縮は前方・後方の向きに関らず早

くなる傾向が認められ、転倒時に転倒を意識

することで床面に対して早く手を着こうと

する意識が働き、その結果より安全に転倒防

御姿勢を保持することに繋がることを明ら

かとした。転倒時における意識の差による接

地時間については図 3 に示す。 

次に、転倒時における転倒意識の違いによ

る外傷リスクについて、転倒方向別に身体各

部位における転倒時における衝突加速度を

高速度カメラ映像より解析し、床面へ接地時

における衝突加速度と骨の降伏応力との関

係から評価を行った。転倒意識の違いによる

身体各部位の衝突加速度・衝撃値については

図４に示す。身体各部位における衝撃値と転

倒時における代表的な防御姿勢毎の第一接

触部位から、腕着き防御姿勢による衝撃圧は

12.93Mpa、膝落ち防御姿勢による衝撃圧は

16.91Mpa であり正常な成人であれば骨折の

リスクは低い結果であった。転倒方向と転倒

防御姿勢別での衝撃圧については図 5、6 に

示す。 

以上の結果を踏まえて、転倒時における転

倒意識によって転倒接地までの時間に大き

な違いが生じることや、転倒意識によって転

倒防御姿勢が変化することが明らかとなっ

た。転倒姿勢と転倒時における身体各部位の

衝撃圧の結果から、転倒時において外傷の危

険性を下げるには転倒を意識しより安全な

転倒防御姿勢を保持することが極めて重要

であることを明らかとした。 
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